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『

紅
楼

夢
』

「

風

月

宝

鑑
」

考

　

−
明

清
小

説
・

戯

曲

に

描
か

れ

た

鏡
中

世
界
と
の

比

較
か

ら

ー
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は

じ

め

に

　
清
の

乾
隆
年

間
に

書
か

れ

た

『

紅

楼
夢
」

（

原
名
『

石

頭
記
b

第
十
二

回
に

、

人
妻
王

熙

鳳
へ

の

恋

患
い

に

苦
し

む

賈
瑞
が

、

宝

鏡
「

風
月
宝
鑑
」

に

入

り

込

み
、

鏡
中
の

王

熙

鳳
と

情
交
を

重
ね

て

落
命
す
る
一

段
が

あ
る

。

「

風
月

宝
鑑
」

の

名

は
、

原
作
者

曹
雪

芹
の

近
親
者
で

あ

る

脂
硯
斎
の

批
に

、

「

雪
芹

旧

有
風

月
宝

鑑

之

書
」

　
　

　

も
と

（

雪
芹
に

旧

「

風

月

宝
鑑
」

の

書
有
り
）

と

あ

る

通

り
、

『

紅
楼

夢
』

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ユ

　

の

成
書
過

程
上

に

出

現
す

る

書
名
の
　

つ

で

も

あ
っ

た
。

こ

の

た

め
、

従
来
の

「

風

月
宝

鑑
」

に

対
す
る
研

究
は
、

鏡
と

し

て
の

一

風

月

宝

鑑
」

よ

り

も
、

書
名
と

し

て

の

｝

風

月

宝
鑑
」

に

関
心

が

集

ま

り
、

『

紅
楼
夢
』

の

成
書
問
題
と
の

関

係
か

ら

論

じ

ら
れ

る
こ

と

が

多
か
っ

た．、

だ
が
、

小

論
で

考
え

た
い

の

は
、

成
書

問
題

で

は

な

く
、

鏡
の

中

に

入

る

と

い

う
ス

タ

イ
ル

の

特
異
性
で

あ
る

。

　
こ

れ
ま

で

の

研
究
で
、

「

風
月

宝
鑑
」

と
の

関

連
が

指
摘
さ
れ
た

作
品

に

は
、

古
く

は

『

西

京
雑

記
』

や

唐
・

王

度
『

古
鏡
記
』

な

ど

が

あ

る

が
、

こ

の

う

ち
、

鏡
の

中
に

入

る

ス

タ

イ
ル

を

持
つ

の

は
、

明
末
の

董

説

『

西
遊
補
』

（

孫
悟

空
が

自
身
の

情
に

惑
わ
さ
れ

て

鏡
中
に

入
る
）

や
、

清
初
の

呉

偉
業
『

秣

陵
春
』

伝

奇
〔

宝

鏡

「

宜
官

宝

鏡
」

の

中
を

舞
台
に
、

才
子

佳
人
の

情
縁

を
描

く
）

、

蒲
松

齢
『

聊
斎
志

異
』

な

ど
、

『

紅
楼
夢
』

に

近
い

時

代
に

生

ま

れ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ヱ

ギ

た
一

部
の

作
品

に

止

ま
っ

て

い

る
。

　
管
見
に

よ
れ

ば
、

鏡
の

中

に

入
り

込

む

と
い

う
発
想

は
、

六

朝

志
怪
や

唐
代
小

説
に

は

見

ら

れ

ず
、

元

代
に

入
っ

て

そ
の

萌
芽
が

生
ま

れ
、

明

清
へ

と
つ

な
が
っ

た

よ

う

で

あ

る
。

後
述

す
る

よ

う

に
、

明

清
時

代
に

は

鏡
中

匪
界
が

男
女
の

情
、

と

り

わ

け
婚
姻

と

密
接

に

結
び
つ

く
形
の

作
品

が

散
見

さ

れ

る
。

で

あ
る

な
ら

ば
、

『

紅
楼

夢
』

が

描
か

れ

た

清
代
中
期
に

は
、

男
女
の

情
を
描
く

場

と

し

て
、

鏡
中
が
一

つ

の

物
語

空

間

を

形

成
し

て

い

た

の

で

は

な

い

か
、

と

い

う

推
測
も

成
り

立
つ

だ

ろ

う
。

も

し
、

男

女
の

情
を

描
く

場
と

し

て

の

鏡
中
世
界
と
い

う

も

の

が

あ
っ

た
と

し

た

な

ら

ば
、

そ

れ

は

ど
の

よ

う
な

意
識
の

も
と

で

描
か

れ
た

世
界
で

あ
っ

た
の

か
、

ま
た

、

「

風

月
宝

鑑
一

と

の

関
係
は
ど
の

よ

う

な
も
の

で

あ
っ

た
の

か
、

筆
者
の

疑

問
は

尽

き

な
い

。
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そ

こ

で

小

論
で

は
、

従

来
の

研

究
で

は
取
り

上

げ

ら

れ

な
か

つ

た

「

鏡
中
世
界
へ

の

出
入
」

と

い

う

視
点
か

ら
、

明

清

時

代
の

小

説
・

戯
曲

に

描
か

れ

た

鏡

中
世

界
を

分
析
し

、

そ

れ

ら

諸
作
品

と

の

比

較
か

ら
、

『

紅

楼
夢
』

「

風

月
宝
鑑
」

の

特
質
を

明

ら

か

に

し

た

い
。

筆
者

は

先
に

こ

の

出

入

を

「

鏡
の

中
に

入

る
と

い

う
ス

タ

イ
ル

の

特

異
性
」

と

述
べ

た
の

だ

が
、

実

際
の

と

こ

ろ

は
ど

う

な
の

か
。

　
『

古
今
図

書
集
成
』

な
ど
の

類
書
を
中
心

に
、

『

紅

楼
夢
』

以
前

の

鏡
の

描
か

れ
方
を

調
べ

て

み

る

と
、

宋

代
ま

で

の

鏡

故
事
の

傾

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ヰ

　

向
は
、

お
よ

そ

次
の

よ

う

に

な
る

。
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一

　

「

風
月

宝
鑑
」

の

原
型

　

『

紅

楼

夢
」

第
十
二

回
、

王

熙
鳳

（

鳳
姐
）

に

横
恋

慕
し

た

賈

瑞
は
、

恋

患
い

が

昂
じ

て

死

の

床
に

臥
す

。

そ

こ
へ

突
然
道
士

が

現
れ

、

「

風

月
宝
鑑
一

を
手
渡
す
（

傍
線、

引
用

者
。

以

下
同

様
）

。

（

道
士
）

従
裕
縺
取
出
｝

面
鏡
子

来
、

…

…

賈
瑞
収
了
鏡
子

、

…・

只

見
鳳

姐

站
在
里

面
招
手

叫
他

。

賈
瑞
心

中

＝
且
口 、

翻

悠
悠
的

覚
得
進
了

鏡
子

、

与
鳳
姐
雲
雨
一

番
、

鳳

姐

仍
送
他

出
来

。

…

…

（

賈
瑞
）

心

中
到

底
不
足

、

又

翻
過
正

面
来

、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

只

見
鳳

姐
還
招
手

叫
他
、

他

又

進
去

。

（

道
士

は
）

ず

だ

袋
か

ら
一

枚
の

鏡
を

取
り

出

し
、

…

…

賈

瑞
が

鏡
を

受
け

取
る

と
、

…
…

見
れ

ば

鳳

姐
が

中
で

立
っ

て

彼

を

手

招

き
し

て

い

ま
す

。

賈

瑞
は

喜

ん

で
、

ふ

ら

ふ

ら
と

w

の

中
に

入
っ

た

よ

う
に

感
じ

る

と
、

鳳
姐
と
一

儀

に

及

び
、

鳳

姐

が

彼

を
送
り

出
し
ま

す
。

…

…

（

賈
瑞
は
）

到

底

も
の

足

り
ず
、

ま

た

正

面
に

ひ
っ

く
り

返

す

と
、

鳳
姐

が

や
は

り

手

招
き
し
て

彼
を

呼
ぶ
の

で
、

ま
た

も
や
入
っ

て

ゆ

き

ま
す

。

こ

の

よ

う

に

賈
瑞
は

鏡
の

中
を
出
た

り

入
っ

た

り

し

て

い

る
。

○

宋

代
ま
で

の

鏡
故
事
の

傾
向

　
 
鏡
が

実

像
・

実
体
を

暴
く

話
（

辟
邪
・

照
妖

と

し

て

の

鏡）

　
 
鏡
の

怪
異
（

致
富

譚
・

r
言

な
ど

）

　
 
破

鏡
重

円

故
事
（

離
別
し

た

夫
婦
が

形
見
の

破

鏡
を

契
機
に

　

　
再

縁
す
る

話）

　
 
鏡
中
に

何

者
か
の

存
在
を

認
め

る

話
（

多
く
は

鏡
神
・

鏡
精
）

　

 
は

照
妖

鏡
あ
る
い

は

照

魔
鏡
と

よ

ば

れ
る

鏡
、

 
と

 
は

霊

鏡
と

し

て

の

鏡
で

あ

り
、

古
く

か

ら
鏡
に

付
与

さ

れ

た

呪

術
性
・

聖
性

に

基
づ

く

話
が

中
心

で

あ

る
。

ま

た
、

 
に

関

し

て

は

死

者

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
ほ
ニ

も
含
ま

れ
、

鏡
中
の

幽

鬼

が

現

実
世
界
に

出

て

来

る

話
も
あ
る

。

だ

が
、

現
実
世

界
の

人

間

が

鏡
の

中
へ

入

る

話

は
、

管
見
の

範

囲

内

で

は

見
い

だ

せ

な

か
っ

た
、

　
と

こ

ろ
が

、

元

に

な

る

と
、

伊
世
珍
の

『

郷
娯

記
』

巻

下

引
『

採

蘭
雑
志
』

に
、

恋

患
い

で

病

床
に

臥
す
男
の

も

と

に

道
士

が

鏡
を

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ロ
ら

ぜ

持
っ

て

く

る
と
い

う
、

「

風

月
宝
鑑
」

に

よ

く

似
た

話
が

出
現
す

る
。

方

喬
既

与
紫
竹
遇
、

…

…

昼

夜
思
之

面

貌
。

…

…

終
日

悲
嘆

、

幾
成
痼
疾

。

…

…
一

日

遇
一

道
士

。

出
一

錦
嚢

、

内
有
古

鏡
。
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謂
喬
日

、

…

…

吾
有
此

純

陽
古

鏡
、

…

…

此

鏡
一

触
陰
之

気
、

留
影

不

散
。

…

…

鏡

背
有
篆
書
云

、

火

府

百
煉
純

陽
宝

鏡
。

　

　
　
　

　
　
　
あ

方
喬

既
に

紫

竹
と

遇

ひ
、

…

…

昼

夜
之
の

面

貌
を
思
ふ

．

…

…

終

日

悲
嘆
し

、

幾
ば

く
し

て

痼
疾
を

成
す

。

…

…
一

日
一

道
士

の
、

　一

錦
嚢
を

出
す

に

遇
ふ

。

内
に

古
鏡
有
り

。

喬
に

謂

ひ

て

曰

く
、

「

…

…

吾

に

此
の

純
陽
古
鏡
有
り

、

…

…

此
の

鏡
一

た

び

陰
の

気
に

触
れ

な
ば

、

影
を
留

め

て

散、
・

ず
」

と
。

…

…

鏡
背
に

篆
書

有
り

て

云

ふ
、

「

火

府
百
煉
純
陽
宝

鏡
」

と
。

　

道

士

が

方

喬
に

渡
し

た
「

純
陽
古

鏡
」

は
、

あ

た

か

も
カ

メ

ラ

の

よ

う
に

紫
竹
の

姿
を

鏡
中
に

留
め

る
。

こ

の

部

分
に

は
、

鏡
の

中
に

入

る

と

い

う

発

想
の

萌

芽
が

見
ら
れ
る

。

こ

の

話
は

、

明
・

王

世

貞
『

艶
異
編
』

や

馮

夢
龍

『

情

史
』

に

も

採

録
さ
れ

た
。

『

情

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
つ

ひ

史
』

で

は
、

「

紫
竹

顧
鏡、

影
遂

留
焉
」

〔

紫
竹

鏡
を

顧
れ

ば
、

影
遂

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ア　

に

留
ま

る
）

の

八

字
が

加
え
ら

れ
て

お

り
、

紫
竹
の

影
が

鏡
の

中

に

入
っ

た

こ

と

が

強
調

さ

れ

て

い

る
。

紫
竹

と

方

喬
は

、

こ

れ

が

縁
と

な
っ

て

結
婚
す

る
。

　

「

純
陽
古
鏡
」

と

「

風

月

宝

鑑
」

を

比

較

す

る

と
、

結
末
は

違

う
が
、

途
中
ま
で
は

非
常
に

よ

く
似
て

い

る

こ

と

が

わ
か

る
。

○

「

風
月
宝
鑑
」

と
の

比

較

男
の

恋

患
い

ー
道
士

の

登
場

ー
鏡
を

得
る

↓
鏡
中
に

思

う
相
手
の

姿
が
あ
る

　
　

　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《

婚
姻
成
就
「

純
陽
古
鏡」
　
　

落
命
「

風
月

宝
鑑
」

ま

た
、

清

∵

蒲
松

齢
『

聊
斎
志
異
』

巻
六

「

八

大
王
」

に

も
、

「

純

陽
占
鏡
」

に

影
響
を

受

け

た

と

思

わ

れ
る
鏡
が

登

場
す
る

。

（

馮

生
）

得
一

鏡
。

…

…

佳
人
一

照、

則
影

留
其

中
、

磨
之

不

能
滅
也

。

…

…

時
肅
府

第
三

公

主

絶
美

、

…

…

（

馮
生
）

照
之

而

帰
、

…

…

審
視
之
、

見
美
人
在

中
。

〔

碼
生
）

　一

鏡
を
得

。

　
…
；

佳

人
一

た
び

照
ら

せ

ば
、

則

ち

　
　
噛
つ

影
其
の

中
に

留
ま

り
、

之

を

磨

け

ど

滅

す
る
こ

と

能
は

ざ
る

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

は
な
は

な

り
。

…

…

時
に

肅
府
の

第
三

公
主

絶

だ

美
な

り
、

…

…
（

馮

生
）

之

を

照
ら

し

て

帰
る
、

…

…

審
ら
か

に

之

を

視
れ

ば
、

美
人
の

中
に

在
る

を

見
る

。

　
こ

の

よ

う
な

類
話
を
生

み

出
し
た

点
か

ら

見
て

も
、

「

純

陽

古

鏡
」

が

後
世
に

与

え

た

影

響
の

大
き
さ

が

窺
え

る
。

「

純

陽
占
鏡
」

の

来

歴

は

不

明
で

あ
る
が
、

こ

の

鏡
の

持
つ

「

男
女
を

取
り

持
つ
」

と

い

う
性
格
は

、

「

八

大
王
」

の

鏡
や
「

風
月

宝
鑑
」

に

受
け

継
が

れ

て

い

る
。

そ

も
そ

も

「

風

月

宝

鑑
」

の

「

風

月
」

と

は
、

男

女
間

の

色
恋
を
指
す

言

葉
で

あ

る
。

以
上
の

点
か

ら
、

［

風

月

宝
鑑
」

の

原
型
は
、

「

紫
竹
小
伝
」

の

「

純

陽
古
鏡
」

に

求
め

ら
れ
る
と

考

え

ら

れ

る
の

で

あ

る
。

　
　
二

　
　
「

現
実

世
界
↓
鏡
中
世

界
」

を

持
つ

作
品
と

そ
の

特
徴

　
明
末
清
初
に

な
る

と
、

数
は

多
く

は

な
い

が
、

現
実
世
界
の

人

間

が

鏡
の

中
に

入

る

話
が

い

く
つ

か

見
ら

れ

る
。

以

下
に
、

そ

れ

　
　
　

　
　
　
　
　

ら

を

列

記
す
る

。
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【

小
説
】

○
明
・

董
説
『

西

遊
補
』

／
孫
悟
空

が

自
身
の

情
に

惑
わ

さ

れ

　

て

鏡
中
に

入

る
。

情
を
悟
っ

て

脱
出

．

○
清
・

李

漁

『

十
二

楼
』

「

合
影
楼
」

／
水
鏡
に

映

る

影
を

慕
い

　

合
っ

て

結
婚
し

た

才
子
佳

人

物
語

。

○

清
・

蒲
松

齢
『

聊
斎
志
異
」

巻
六

「

八

大

王
」

／
男
が

鏡
で

　

女
が

姿
を

取
り

込

み
、

結
婚

。

○

清
・

蒲
松

齢
『

聊
斎

志
異
』

巻
九

「

鳳

仙
」

／
夫

の

奮
起
を

　

促
す
た

め

別

居
し
、

鏡
中
か

ら

支
え

る

妻
。

夫
の

合
格
後
、

　

鏡
中
か

ら
飛

び
出
す

。

【

戯
曲
】

○

明
・

許

自
昌
『

霊
犀
佩
』

／
か

つ

て

鏡
中
に

見
た

未

来
の

夫

　

と

現
実

世
界
で

出
会
い
、

結
婚

。

○

清
・

呉

偉
業
『

秣
陵
春
』

（

別

名
『

双

影
記
』
）

／

有
縁
の

男

　

女
を

鏡
が

結
び

つ

け

る
。

鏡
中
に

女
の

魂
が

入
り

、

仙
界

で

　

男
と

結
婚

。

そ
の

後
、

現
実
世
界
で

の

婚
姻
を

目

指
す

。

○

清
・

朱
佐

朝
『

石

麟
鏡
』

／
塵

界
の

姻
縁
を

映
す

鏡
を

得
た

　

女

が
、

夫
と

な

る

男
の

姿
を
見

る
。

鏡
は

近

い

将
来
そ
の

男

　

の

身
に

起
こ

る

不
幸
を
映

し
出
す

。

鏡
中
で

男
の

姿
が

消
え

　

る

と
、

女
は

精
神

錯
乱
を

起
こ

す
。

後
に

団

円
、

○
清
・

無

名
氏

『

宝

曇
月
』

／
女
の

も
と

に

僧
が

現

れ
、

塵

界

　

の

姻

縁
を
映

し
出

す
鏡
「

宝
曇
月

鏡
」

を

見
せ

る．、

女
が

見

　

る

と
、

夫
に

な
る

男
の

姿
と

自
分
の

将
来

が

映

し

出

さ
れ

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　ハ
ヨ

　

　

後
に

女
は

菩
薩
に

済
度
さ
れ

る
。

　
一

見
し

て

気
が

つ

く
の

は
、

男
女
の

情、

そ

れ

も
婚
姻
と

関
わ

る

話
が

多
い

こ

と
で

あ
る

。

こ

の

点
に

つ

い

て
、

清
・

朱
佐
朝
『

石

麟
鏡
』

伝
奇
に

は
、

鏡
は

人

界
の

姻
縁
を

照
ら
す
も
の

だ

と

あ

る
。

（

第
一

齣
［

末
］

無
昧
真
人
）

。

「

末
］

我
偶
得
瑞
霊

根
一

裸、

和
入

蓮
沙

煉
成
宝

鏡
一

面
。

上

有
「

蕭
郎

鏡」

三

字
、

欲
照

人

間
一

段

姻

縁
。

已

註
定

楚
中
蕭
謙
娶

秦
玉

娥
為
妻

。

［

無
昧

真
人
］

某
た

ま

た

ま

霊

芝
の

根
一

本
を

得
た

る

に

よ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ぬ

ギ

り
、

蓮

沙

を

合
わ

せ

入

れ
て

宝
鏡
一

面

を

煉

成
い

た

し

た
。

上

に

「

蕭
郎
鏡
」

の

三

字
あ

る

は
、

塵
界
の

姻
縁
を
照
ら

し

出
そ

う

と
い

う
も
の

。

楚
中

蕭
謙
が

秦
玉

娥
を

妻
と
す

る

は

既
に

定
め

ら

れ

た

り
。

　

姻
縁
で

あ
る

以

上
、

同
じ

鏡
を

見

て

も、

姻
縁
を

持
た

な
い

秦

玉

娥
の

妹
に

は

何
も

見
え

な
い

（

第
三

齣
［

占
」

秦
素
娥
、

［

旦
］

秦
玉

娥）
。

［

占
］

姐
姐

、

什

麼
鏡
中
人
？

［

日
こ

妹
子

、

侮

看
。

（

指
鏡
介
）

冴
。

為
何
不

見

了
？

［

秦
素

娥］

お

姉
様
、

鏡
中
の

人
っ

て

何
で

す
の

？

「

秦
玉

娥
」

ね

え
、

見
て

ご

ら
ん
。

（

鏡
を

指
す

し

ぐ

さ
）

ら
。

ど

う

し

て

消

え
た

の

か

し

ら
？

あ

鏡
の

内
と

外
に

あ

る

者
が

異

性

同

士

に

な
っ

て

い

る

こ

と

も
、
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鏡
が

姻
縁
の

場

で

あ
る
こ

と

を

示

し
て

い

る
よ

う
に

見
え

る
。

　
ま

た
、

『

聊
斎
志
異
』

「

鳳

仙
」

の

場

合
は

既
に

夫
婦

で

あ

り
、

夫
劉
赤
水
の

奮
起
を

願
う
妻
鳳

仙

が
、

別
居
し

て

鏡
中

か

ら

夫
の

受
験
勉
強
を

支
え

る
。

（

鳳
仙
）

遂
出
一

鏡
付
之

日
、

「

欲

見
妾、

当
於
書
巻
中
覓
之

。

」

…

…

因

念
所
嘱
、

謝

客
下
帷

。

　一

日
、

鏡
中
人

忽

現
正

面
、

盈

盈

欲
笑

。

…

…

月

余、

鋭
志
漸
衰

、

游
恒
忘
返
。

帰
見

鏡

影
、

惨
然
若

涕
。

…

…

毎
有
事
荒
廃

、

則

其
容

戚
。

数
円

攻

苦
、

則
其
容
笑

。

…

…

如
此
二

年
、

一

挙
而

捷、
・

…・・

（

劉
）

攬
鏡
視
之
、

…
・

忽
鏡

中
人
笑
日
、

…

…

（

劉
）

驚
喜
四

顧
、

則
鳳

仙
巳

在
座
後

。

　
（

鳳

仙）

遂
に
一

鏡
を
出

し

之

に

付

し

て

曰

く
、

「

妾
を

見

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
う
ら

　

　
　
　
　
　

　

も
と

ん

と

欲
す

れ

ば
、

当
に

書
巻
の

中

に

之

を

覓
む
べ

し
」

と
。

…

…

（

劉
）

因
り

て

嘱
す
る

所

を

念
じ
、

客
を

謝
し

て

帷
を

ド
せ

ば
、

…

…

鏡

中
の

人

忽

ち
正

面
を

現
し

、

盈

盈

と

し

て

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
つ

ね

笑
は

ん

と

欲
す

。

…

…

月

余
、

鋭
志

漸
く
衰
へ

、

游
び

て

恒

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
な

に

返

る

を
忘
る

。

帰
り

て

鏡
影
を

見
れ

ば
、

惨
然
と

し

て

涕

く
が

若
し

。

…

…

事

有
り

て

荒
廃
す

る

毎
に
、

則

ち

其
の

容

戚
た

り
。

、

日

攻

苦
す
れ

ば
、

則

ち

其
の

容

笑
ふ

。

…

…

姫

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

か

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

と

く
の

如

く

し

て

二

年
、

一

挙
し

て

捷
つ

、

…
…
（

劉
）

鏡
を
攬

り
て

之

を

視
る
、

…

…

忽

ち

鏡
中
の

人

笑
ひ
て

目

く
、

・・

…・

（

劉
）

驚
喜
し

て

四

顧

す

れ

ば
、

則
ち

鳳

仙
已

に

座

後

に

在

り
。

　
「

鳳

仙
」

の

場

合、

単
に

鏡
と

現
実
世
界
と
の

間

を

往
来
し

て

い

る

だ

け

で

は

な
く
、

鏡
の

中
の

鳳

仙
が

現
実
世

界
の

夫
の

態

度

に

応
じ

て

変

化
す

る
こ

と
で
、

夫
の

奮
起

を
促

し
、

現
実
を

変
え

て

い

く

様

子

が

如
実
に

示

さ
れ
て

い

る
。

こ

こ

に

見
ら
れ

る

鏡
中

世
界

は
、

現
実
世
界
に

従

属
し

た

模
倣
の

空

間
か

ら
脱
却
し
、

現

実
世

界
を
変
え

る

力

を

持
っ

た

別

世
界
へ

と

変
化
し

て

い

る
。

　
こ

う

し

た

変
化

は
、

た

と

え

ば
清
・

呉
偉

業
『

秣

陵
春
』

伝
奇

に

も

見

ら
れ

る
。

　
こ

の

作
品
で

は
、

徐
適
（

次
楽
）

［

生
］

と

黄
展

娘
［

口
二

の

仲

を
「

宜

官
宝

鏡」

と
い

う

鏡
が

取
り

持
ち
、

二

人

を

婚
姻
に

導
く

。

そ
の

際
、

鏡
神

［

末
］

お

よ

び

鏡
神

を

掌
る

仙

女

耿

先
生
［

老

旦
］

が

登

場

し
、

二

人
の

婚
姻

を

成
就

さ
せ

る．、

　

あ
る

日
、

展

娘

が

杯
を

見

る

と
、

杯
が

水
鏡
に

な
っ

て
、

徐
適

を
映
し

出

す
。

対

す
る
徐

適

も、

「

宜
官
宝

鏡
」

の

中
に

展
娘
の

姿

を
認
め

る
。

展
娘
は

鏡
の

中
に

入
り

込

み
、

徐
適
と

結
婚
す

る
。

［

旦
］

呀
。

杯

裏
却

有
個
影
児

。

…

…

呀
。

竟
像

個
男

子
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

第
九

齣
「

杯
影
」

）

「

生
］

（

驚
介
）

呀
。

鏡
裏
絶

好
一

個
女

子
、

難
道
我
眼

花
不

成
？

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

第
十

四

齣
「

鏡
影
」

）

［

旦
〕

阿
呀

。

我
虚
飄
一

二

個

身
子

、

不

知
怎
麼
、

正

像
在

鏡
子

裏
一

般
。

［

末
］

俺
是
鏡
神
、

奉
耿

先
生

律
令

、

撮
黄
展

娘

魂
児
与
徐

次
楽
成
親

。

　
　
　
　
　
　

　

（

以
上

第
十
五

齣
「
思

鏡
」
）

［

老
旦
］

我
的
鏡
子、

就

是
侮
的
媒
人

。
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（

第
十
九

齣
「

遇

猟
」

）

［

展
娘
］

あ
っ
。

杯
の

中
に

影
が

。

…

…

ま

あ
．、

男
の

人

み

た
い

。

［

徐
適
］

（

驚
く

し

ぐ

さ
）

あ
っ

。

鏡
の

中
に

絶
世
の

美
人

と

は
、

ま

さ
か

目
が

か

す
ん

だ

ん

じ
や

あ
る
ま
い

？

［

展
娘
］

あ

れ
。

私

ふ

わ

ふ

わ
し

て
、

枦
だ

力

知
ら
な
い

け

ど
、

鏡
の

中
に
い

る
よ

う
だ

わ
。

［

鏡
神
］

某
は

鏡
神
に

て
、

耿
先
生
の

命

を
奉
じ

、

黄
展

娘

の

魂
を

撮
し

て

徐

次
楽
と

婚
姻
を

成
さ
ん

と

す
る

な
り

。

［

歉
先
生
］

私

の

鏡
は、

そ

な

た

ら
の

仲
人

。

　

展

娘

の

婚

姻
は
、

ま

ず

鏡
中
で

成
就

す
る

。

つ

い

で

現
実
世
界

で

の

婚

姻
成

就
へ

と

展
開

す
る

。

こ

の

よ

う
に
、

鏡
中
で

の

行

為

や
出
来
事
は
、

現
実
世

界
へ

と

波
及

す

る
の

で

あ
る

。

　
こ

の

点
が
よ

り

鮮

明
に

わ
か

る
の

が
、

先
に

見
た

『

石

麟

鏡
』

伝
奇
で

あ

る
。

第
六

齣
、

獄
卒
が

鎖
に

繋
が

れ
た

蕭
謙
に

刀

を

振

り

下

ろ

す
と
、

鏡
中
か

ら

蕭
謙
の

姿
が

消

え
る

。

こ

れ
を

見

た

秦

玉

娥
は

気

絶
し

、

精
神
錯

乱
を
起
こ

す

（

［

旦
］

秦
玉

娥
、

［

丑
］

侍
女
）

。
「

旦

急
起
祉
丑

打

介
］

祢
怎
麼
殺

我
？

［

旦

看

鏡
介
］

阿

研
、

好
圷
。

這
、

唄

「

風

流
一

時
、

夫
妻

凋

房
」

。

［

旦

奔
介
］

…

…

我

要
到

鏡
中
去

。

［

秦
玉

娥
、

急
ぎ

立

ち

上

が

り
、

侍
女
を

引
っ

張
っ

て

打
つ

し

ぐ
さ

］

お

前
、

な
ぜ

私

を

殺
し

た
の

？

［

秦
玉

娥
、

鏡
を

見
る

し

ぐ

さ
］

あ

あ
、

た

ま

ら
な

い
。

こ

れ
ぞ

、

唄

「

お

楽
し

み
は
一

時
、

夫
婦
の

別
れ
」

。

［

秦
玉

娥
、

駆

け

出

す
し

ぐ
さ
］

…

…

鏡
の

中
に

入

ら
ね

ば
。

　

鏡
は

秦
玉

娥
の

錆
乱

を

引
き

起

こ

す
こ

と

で
、

深
窓
の

令
嬢
で

あ
る

彼
女
を
外
に

連
れ

出
し
、

現
実
世
界
の

蕭
郎
と

出
会
う
た

め

の

装
置
と

し

て

働
い

て

い

る
。

こ

う
し

た

描
写

か

ら

も、

鏡
中
世

界
が

現

実
世
界
に

変
化
を

与
え
、

婚
姻
の

実
現
を
促
し

て

い

る
こ

と

が
わ

か

る
。

　
以

上
の

考
察
か

ら、

鏡
を

挟
ん

で

出

会
っ

た

男
女
は

、

婚
姻

が

運

命
づ

け
ら
れ
て

い

る

こ

と
、

そ

し

て
、

予

定
さ
れ

た

婚
姻
を

実

現
す

る

た

め
、

鏡
中
世

界
が

現

実

世
界
を

突
き

動
か

す
空
間

と

な

っ

て
い

る
こ

と

が

わ

か
っ

た
。

　
そ

れ

に

し
て

も
、

な

ぜ

鏡
中

世

界
を

描
く

作
品
の

内
容
は

婚

姻

譚
に

偏
る
の

で

あ

ろ

う
か

。

　

　

　
三

　
主

情
主

義
の

時

代
と

鏡
中
の

情

　

推
測
に

過
ぎ

な
い

が
、

そ

れ

は
明
末
清
初
の

文

芸
思
潮
が
、

明
・

湯
顕

祖
『

還
魂

記
』

に

代
表
さ

れ

る

主
情
主

義
に

傾
い

て

い

た

こ

と

と

無

関
係
で
は

な
か

ろ

う
。

こ

れ

は
、

刹
那
の

快
楽
を
求
め

る

色

情
と

は
対

極
に

位
置
す
る

、

婚
姻
に

重
き

を

置
い

た

情
で

あ

る
。

馮

夢
龍
は

『

情
史
』

の

序
で

次
の

よ

う
に

い

う
。

六

経

皆
以
情

教
也

。

『

易
』

尊
夫
婦
、

『

詩
』

有
関
雎

、

戸
γ
．

→
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豈
非
以
情
始
于

男
女

。

六

経
は

皆
な

情
を

以

て

教
ふ

る
な

り
。

『

易
』

は

夫
婦
を

尊
び

、

『

詩
』

に

関
雎
有
り
、

…

…

豈
に

以
て

情
は

男

女
に

始
ま

る

に

あ

ら
ず
や

。

　

『

情
史
』

が

別
名
「

清
天
宝
鑑
」

を

持
つ

こ

と

も
、

情
と

鏡
の

結
び
つ

き

を

窺
わ

せ

る

も
の

で

あ
る

が
、

と

も

あ
れ
、

こ

う

し

た

主

張
の

影
響

下
で

生

み

出

さ
れ
た

物
語
は

、

婚

姻

を

人

倫
の

最
重

要

事
と

位

置
づ

け

る

も
の

だ
っ

た
。

た

と

え

ば
、

明
末

清
初
刊
本

の

無

名
氏

『

山
水

情
』

第
一

回
の

冒
頭
に

は
、

話

説

人
生

夫
婦
一

倫、

乃

是

五

倫
中
第
一

件
。

夫
婦
は

人
倫
の
一

つ

と

言
い

ま

す
が
、

五

倫
の

中
で

も

第
一

番
な

の

で

す
。

と

あ

り
、

清
初
・

松
竹
草
廬
愛
月

主

人
編

次
『

戯
中
戯
』

（
一

名
『

比

日
魚
』
）

第
一

回
の

冒

頭
に

も
、

人

生

在
世
、

最
大
者

莫
過

于
人
倫

。

最
重
者

莫
過
于

夫
婦

。

男

婚

女

配
是

人
間
一

件
大
事

。

人

が

こ

の

世

に

あ
っ

て
、

最
も

大
事
な
の

は

人
倫
で

あ

り

ま

す
。

そ

の

中
で

最
も
大

事
な
の

は

夫
婦
で

す
。

婚

姻

は

人
生

の
一

大

事
な

の

で

す
。

と

あ

る
。

明
末

清
初
の

動

乱
期
を

実
際

に

生

き
た

人
々

が
、

個
々

の

人
生

に

お
い

て
、

果
た

し

て

婚

姻
を
五

倫
の

第
一

番
日

と

考
え

た

か

ど

う

か

は

と
も
か

く、

文

芸
思

潮

に

お
い

て

は
、

人
生

と

は

即

ち
良
き

伴
侶
を
得
る
こ

と

で

あ
っ

た
。

こ

の

時
代
、

才
子

佳
人

の

団

円

を

描
い

た

小

説
や

戯
曲
が

数

多
く
出
現
し

た
の

も
、

こ

う

し

た

時

代
思

潮
の

後

押
し

を

受
け

て

の

こ

と

で

あ

る
。

決
し

て

鏡

中

世

界

だ

け
が

婚

姻
譚
に

傾
い

た

の

で

は

な
い

。

湯
顕
祖
『

還

魂

記
』

は
、

夢
中
で

の

婚
姻
を

描
き

、

情
を

称
揚
し

た
。

婚
姻

譚
を

描

く

こ

と

は

時
代
の

趨
勢
だ
っ

た
の

で

あ

る
。

　

そ
の
一

方
で
、

鏡
中
の

婚

姻
は

不

完
全
な

も
の

と

し

て

意
識
さ

れ

て

い

た
。

『

秣
陵
春
』

伝
奇
第
二

十
六

齣
に
、

次
の

よ

う

に
い

う

（

［

小
生
］

仙
童
）

。

口

小

生
］

…

…

我
想
玉

杯
鏡
子

、

畢
竟
水
月

空

花
。

…

…

只

是
功
名
事
大、

前
程
路

遠
、

不

能
久

留
。

［

仙
童
］

…

…

思
う
に

、

玉

杯
・

鏡
な
ど

は
、

結
局

水

中
の

月
・

あ

だ

花
と

い

う
も
の

。

…

…

功

名

こ

そ

大
事
、

先
は

長
い

し
、

長
逗
留
は

さ

せ

ら

れ
ぬ

。

　
鏡
中
の

婚
姻
は

結
局
「

水
月

空

花
」

、

つ

ま

り

幻
な
の

で

あ

る
。

周
知
の

よ

う

に
、

中

国
の

通

俗

文

学
は

福
・

禄
・

寿
の

十

全

を
理

想
と

す
る

。

鏡
中
世

界
で

な

さ

れ
た

婚
姻
が
、

現
実
世

界

で

の

実

現
へ

と

向

か

う
の

は
、

当
然
と
い

え

ば

当
然
の

流
れ

で

あ

る
。

だ

が
、

そ
の

流
れ
か

ら

外
れ
る
の

が
、

『

紅

楼

夢
』

「

風

月

宝
鑑
」

な

の

で

あ
る

。

56
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四

　
『

紅
楼

夢
』

「

風
月
宝
鑑
」

の

特
異
性

　
以

上
、

縷
々

述
べ

て

き
た

こ

と

を

ま
と

め

る

と
、

次
の

よ

う
に

な
る

。

　
『

紅
楼
夢
』

「

風

月

宝
鑑
」

の

原

型
を
探
る
と

、

紫
竹
小

伝
の

「

純

陽
古

鏡
」

に

た

ど

り

着
く
。

「

純
陽
古
鏡
」

の

持
つ
、

「

男
女
を

取

り
持
つ
」

と
い

う
性

格
は
、

明
末
清

初
に

現
れ

た
、

他
の

鏡
中
に

入

る

話
に

も

引
き

継
が

れ

る
。

鏡
の

内
と
外
に

あ

る

者
は
、

有

縁

の

男

女
で

あ
り
、

鏡
中
世

界
は

男
女
の

姻

縁
を

語

る

場
で

あ
っ

た
。

鏡
中
の

婚

姻
は
、

最
終
的
に

は

現
実
世
界
で

の

婚
姻
成
就
を

目

指

す
の

で

あ
る

。

　
で

は
、

こ

う

し
た

特
徴
を

持
つ

明
清
の

小
説
・

戯
曲
と

、

『

紅

楼

夢
』

「

風

月

宝
鑑
一

は

ど
の

よ

う
な
相
違
点
が

あ

る
の

だ

ろ

う
か

。
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作
品

名

鏡
に

映
っ

た

相
手

結
末

姻
縁
の

有

無

救

済
の

有
無

風

月
宝

鑑

思

慕
の

対

象

死

無

無

（

紫
竹

小

伝
）

（

思

慕
の

対
象
）

（

結
婚
）

（

有）

（

有
）

『

西

遊
補
』

自
身
の

あ

や
か

し

悟

る

無

有

「

合
影
楼
」

未

婚
の

男

女

結
婚

有

1

「

鳳

仙
」

妻

再

会

有

I　　　　　　
I　
I

「

八

大

王
」

思

慕
の

対

象

結

婚

有

『

秣

陵
春
』

運

命
の

相
手

結

婚

有

有

『

石

麟
鏡
』

運
命
の

相

手

結

婚

有

有

『

霊

犀
佩
』

運

命
の

相
手

結
婚

有

有

『

宝

曇
月
』

運
命
の

相

手

済

度

有

有

　
こ

の

表
は、

今
回
取
り

上

げ
た

作
品

と
、

「

風

月
宝

鑑
」

を

比

較

し

た

も
の

で

あ
る

（

「

紫
竹
小
伝
」

の

成
立

は

元

代
と

さ

れ

る
の

で

（

　）

に

入

れ
た
）

。

　
ま

ず
、

「

風

月

宝

鑑
」

以

外
の

明
清
諸
作
品
の

傾
向
を

確
認

す

る

と
、

鏡
の

中
に
い

る

の

は

有

縁
の

相
手
で

あ

る

（

『

西

遊
補
』

が

例

外
な
の

は
、

孫
悟
空
自

身
の

情
が

作
り

出
し

た

世
界
を

舞
台
と

す

る

自
己

完
結
型
の

作
品

で
、

他
者
を
置
い

て

い

な
い

か

ら
で

あ

る
）

。

だ

か

ら
、

そ
の

結
末
は

当

然
結
婚

に

な
る

。

一

番
左
の

『

宝
曇
月
』

一
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が
「

済
度
」

と

な
っ

て

い

る

が
、

こ

れ

も
結
婚
し

た

後

に

済
度
さ

れ
て
い

る
。

　
こ

れ
に

対
し

、

一

番

右
の

「

風

月

宝
鑑
」

を

見
る

と
、

鏡
に

映

っ

た

の

は
、

思
慕
の

対

象
で

あ
る

王

熙

鳳
で

あ
る

も
の

の
、

そ
の

結
末
は
死

で

あ
っ

た
。

他
又

進
去

。

…

…

到
了

這

次
、

人
走

来、

拿
鉄

鎖
把
他

套
住
、

末
後
鏡
子

掉
下

来

便
不

動

了．、

…

…
。

（

第
十
二

回
）

彼

は

ま

た

入
っ

て

行
き
ま

す
。

…

…

今
回

は
、

鏡
か

ら

出

よ

う

と

し

た

途
端
、

二

人
の

人
が

来
て

、

鉄
の

鎖
で

彼
を

縛
り

上

げ

る

や
、

引
っ

立

て

て

行
こ

う
と

し

ま

す
。

…

…

（

賈
瑞

は
）

そ

れ

き

り

鏡
を

落
と

し

て

動
か

な

く

な
っ

て

し

ま
い

ま

し
た

。

み

な
が

駆
け
寄
る

と、

も

う
息
は

無
く

、

…

…

剛

要

出
鏡
子

来、

拉
了

就
走

。

・

…

衆
人
上

来
看
看、

只

見

両

個

（

賈

瑞
）

巳

没

気

了

　
そ

も
そ

も
「

風

月
宝
鑑
　

の

場

合、

王

煕

鳳
と
の

間

に

は

姻
縁

が

設
定
さ

れ
て
い

な
い

。

そ

れ

ど

こ

ろ

か
、

現
実
世

界
の

王

煕

鳳

は

賈
瑞
を
激
し

く
憎
悪

し

て

い

る
。

這

畜
生

合
該
作
死
、

看
他
来
了

怎
麼

様
1・

（

第
⊥

⊥

回〕

こ

の

畜
生

生

か

し

ち
ゃ

お

か

な
い

、

見

て

な

さ
い

来
た

ら
ど

ん

な

目

に

遭
う
か

！

こ

の

点
は
、

ほ

か

の

明
清
諸

作
品
が

姻
縁
を

持
ち
、

結

婚
を

目

指
し

て

展
開
し

た

の

と
は

大

き

く

異

な
っ

て

い

る
。

　
し

か

も
、

「

風

月

宝
鑑
」

に

は
い

さ

さ

か
の

救
済
措
置
も
施
さ

れ

て

は

い

な
い

。

結
婚

を

目

指
さ
な

く
て

も
、

た
と

え

ば

『

西

遊
補
』

の

場

合、

最
後

に

道

士

が

現

れ
、

孫
悟
空
を

無
明
の

闇
か

ら

救

い

出
し

た
。

結
婚
を

目

指
し

た

他
の

作
品
の

場

合
は

な

お

さ
ら

で
、

仙
人

や
道
士
・

菩
薩
の

加
護
を

受

け
、

婚

姻
の

成
就
が

図

ら

れ
る

。

だ

が
、

，

風

月
宝

鑑
」

で

は
、

道
七

は

賈

瑞
の

救

済
に

失

敗
し

て

し

ま
う

。

　
「

風

月

宝
鑑
」

は

次
の

よ

う
な

鏡
で

あ
っ

た
。

翩

圃
皆
可

照
人
、

…

…

専
治
邪
思

妄
動

之

症
、

有

済
世
保
生

功
。

…・
：

（

貲
瑞
）

拿
起
風
月

鑑
来
、

向卩
國
囿
一

照
、

只

見

一

個［
髑
圜
立

在
里

面
、

…

…

便
将［
囮
囿
一

照
、

只

見［
鳳
圓
站

在
里

面

招
于

叫
他

。

（

第
十
二

回
）

同
圃
が

照
ら
せ

る

鏡
で

、

…

…

邪

念
無
分

別
の

病
を

専

門
に

治
し

、

世
人

を
救
済
し

保
生

の

功

徳
が

あ
り

ま

す
。

…

…
（

賞

瑞
）

が

コ

風

月

宝
鑑
」

を
手
に

取

り
、

圜
を

照

ら

す
と

、

髑

圃
が

中
に

立
っ

て

い

ま

す
、

…

…

圜
を

照
ら
す

と
、

［
鳳
旧

鬮
が

中
に

立
っ

て

彼
を

手

招
き
し

て

呼
び

ま

す
。

　

道
士

の

持
っ

て

き
た
「

風

月
宝

鑑
」

は
、

裏
も

表
も
照
ら

す
こ

と
の

で

き

る

両

面
鏡
で

、

裏
側
に

は

髑
髏
、

つ

ま

り

死

が
あ

り、

表
側
に

は

王

煕

鳳
、

こ

れ
も
ま

た

破

滅
へ

の

道
が

照
ら
し

出
さ
れ

て

い

た
。

こ

の

こ

と

は
、

現
実

世
界

に

い

れ

ば
死
、

鏡
中
世

界
に

入

れ

ば
身

の

破
滅

、

い

ず
れ

に

し

て

も

助
か

る

道
は

な
い

こ

と

を
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示

し

て

い

る．、

「

風

月

宝
鑑
」

に

描
か

れ

た

鏡
中
世
界
は
、

ほ

か

の

作
品

と

異
な

り
、

物
語

が

現

実
世
界
へ

と

展

開

す

る

要

素
を

最
初

か

ら

欠
い

て
い

た

こ

と
が

わ
か

る
の

で
あ

る
。

　

以

上
、

明

清
の

諸

作
品
に

描
か

れ

た

鏡
中
世
界
の

描

写

と

比

較

す

る

と
、

『

紅
楼
夢
』

「

風

月

宝
鑑
一

の

特

徴
が

見

え

て

く
る．、

「

風

月

宝
鑑
」

の

鏡
中
世

界
は
、

明
清
の

諸

作
品
と

同

じ

く

男

女
の

情

を

扱
っ

て
い

る
。

だ

が
、

そ
の

情
は

「

風

月
」

、

つ

ま

り

「

色
」

で

あ
り
、

「

邪

思

妄
動
之

症
」

と

し

て

扱
わ

れ

て
い

る
。

賈

瑞
の

相
手

は

結

婚
相
手

に

は

な
り

得
な
い

人
妻
王

熙

鳳

な
の

で

あ

る
。

そ
の

た

め
、

鏡
中
の

情
交
を

経
て

も
、

現
実

世
界
で

賈

瑞
の

邪

恋
が

成

就
す
る

こ

と
は

な
い

。

却
っ

て
死

を

招
く
の

で

あ

る．、

こ

れ
は

、

ほ

か

の

作
品
が

婚
姻

成
就
を
目
指
し

て
、

団
円
に

終

わ

る
の

と

は

大
き
な

違
い

で

あ

る
。

　

ま

た
、

「

風
月

宝

鑑
」

の

場
合

、

鏡
自
体
が

他
と

異
な
っ

て

い

る
。

こ

の

鏡
は

両
面
鏡
で

あ
っ

た
。

そ
の

中
に

は
、

王

熙
鳳
の

ほ

か

に
、

髑
髏
が
立
っ

て
い

た
。

そ

こ

に
は

淫
欲
を

戒

め

る

戒
淫
の

主

張
が

認
め

ら

れ

る
。

こ

う
し

た

主

張
は

、

他
の

作
品

に

は

見

ら

れ

な

か

っ

た
。

　

鏡
中
の

情
を

描
く

他
の

作
品

と
比

較
す
る
と

、

「

風

月
宝

鑑
」

の

持
つ

こ

の

よ

う
な
異
質
さ

が

浮
き
彫

り
に

な

る
の

で

あ
る

。

　

　

　

お

わ
り

に

　

以
上
、

小

論
で

は

明

清
の

小

説
・

戯
曲

と
の

比

較
を

通
じ
、

『

紅

楼

夢
』

「

風

月

宝
鑑
」

の

鏡
中
世
界

が

持
つ

特
異
性
を

明
ら

か

に
し

た
。

そ
の

結
果

、

「

風
月
宝
鑑
」

に

描
か

れ
た

鏡
中
世
界
は

、

明
ら

か

に

他
と
一

線
を
画
し

て
い

る

こ

と

が

わ

か
っ

た
。

最
も
大
き

な

違
い

は
、

「

風

月
宝

鑑
」

の

結
末
が

団

円
で

は

な
い

点
で

あ
る

。

　

こ

の

違
い

は
、
一，
風

月

宝
鑑
」

が

独

立

し
た

作
品
で

は
な

く
、

『

紅

楼
夢
』

と
い

う
作
品
の

中
の
一

部
分
で

あ
る

こ

と

と

無
関

係
で

は

あ
る

ま

い
。

な
ぜ
な

ら
、

周
知
の

通

り
、

『

紅

楼

夢
』

も

ま
た
、

悲

劇
的
結
末
が

予
定
さ

れ
て

い

た

作
品
だ

か

ら
で

あ

る
。

と

な
れ
ば
、

当
然
一

風

月

宝

鑑
」

と

『

紅

楼

夢
』

の

関
係
に

つ

い

て
、

部
分
と

全

体
の

関
係
か

ら

考
え

る

必

要
が

あ
る

。

特
に

、

「

紅
楼
夢
』

の

主

要

舞
台
大
観
園
が

「

天

仙
宝

鏡
」

（

第
十
七
・

十
八

回
）

の

名
を
持

つ

鏡
で

あ

り
、

主
人
公

賈
宝
玉

の

情
縁
が

こ

の

鏡
の

中
で

描
か

れ

　

　

　

　

　
　
け

ソ

て

い

る

こ

と

は
、

　
「

風

月

宝

鑑
」

と

の

関
係
上
、

看
過
で

き
な
い

問
題
を

孕

ん

で

い

る
と

思
わ

れ

る

が
、

そ

う

し

た

考
察
は

次

稿
の

課
題

と

し

た

い
。

注

（
1
）

『

脂
硯

斎
重

評
石

頭
記
』

甲
戌

本

第
一

回
眉

批。

な

お、

甲
戌

本
第

　
一

回
縁

起
に
よ

る
と

、

『

紅

楼

夢
』

に

は
、
「
情
僧
録
」
「

石

頭

記
」
「

金

　
陵

十
二

釵
」

「

風

月
宝
鑑
｝

の

書
名
が

あ
っ

た
こ

と

が

わ
か

る。

（
2
）

「

風

月
宝

鑑
」

に

影
響
を
与
え

た

作
品

を
指
摘
し

た

論

攷
に

つ

い

て

　
は

、

船

越
達
志
「

『

紅

楼
夢
』

成
立

閙

題
研

究
史
」
（
『

中
国
学
研

究

論

　
集
創
刊

号
』 、
　→

九

九

八

年
。

後
に

『

紅
楼

夢

成
立
の

研
究
』

汲
古
書

　
院、

二

〇
〇
五

年

第
→

章
第
四

節
に

所
収）

に

詳
し

い
。

紙

幅
の

制
限

　
も
あ
り

、

小
論
の

論

旨
の

関

係
か

ら、

以
下

、

書
名
の

み

時
代
順
に

引

　
用
す

る
。

晋

「

西
京

雑
記
』

巻
一

「

錬
金
為
環
」
「
身
毒
国
王

話
」

・

巻

　
三

「
威

陽
宮

異

物
」

／

唐
『

古

鏡
記
』

／
唐

『

原
化

記
』

「

漁
人」

／
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唐
『

集

異
記
』

「

陳
仲
躬
」

／
唐
『

三
水

小

牘
』

「

却

要」

／
清
『

秣
陵

　
春
』

／

清
『

聊
斎
志

異
』

「

鳳
仙
」
。

　
こ

の

ほ

か
、

周

策
縦
「

『

紅
楼

夢
』

与
『

西

遊
補
』
」

（
『

首

届

国
際
紅

楼

　
夢

研

討

会
論
文

集
』 、

中

文
大

学
出
版
社、

一

九

八

三

年
。

後
に

『

周

　
策
縦
論
紅

楼
夢
』

文

化
芸

術
出
版
社、

二

〇
〇

五

年
所

収）

は

明
・

董

　
説

『

西

遊
補
』

と
の

関

係
を

指
摘
す
る。

（
3
）

『

紅

楼
夢
』

の

底
本

に

は
、

馮
且ハ
庸
主

編
『

脂
硯

斎
重

評
石

頭
記

彙

　

校
』

（

北
京

文

化
芸

術
出

版
社
、

一

九

八
七

年
）

で

内

容
に

関
わ

る
異

　

同
の

有
無

を

確
認
し

た

上
で
、

古
本

小
説

集
成
所
収
『

脂
硯

斎
重

評
石

　

頭
記

（
庚
辰

本
）

』 、

上

海

古
籍
出

版
社、

｝

九

九
一

年
を
使

用
し

た
。

（
4
）

小
論

執
筆
に

あ
た

っ

て

は
、

『

古
今

図

書
集
成
』

を

中
心
に

、

『

太

　

平
広

記
』

『

太

平

御
覧
』

『

四

部
叢
刊
』

『

四

庫
全

書
』

の

全

文

検

索
お

　
よ

び

中
央
研
究

院
な
ど

各
種
オ

ン

ラ
イ
ン

デ

ー
タ

を

検
索
し

た
。

ま
た

、

　

戯
曲
に

関
し

て

は
、

『

元
曲

選
』

『

元
曲

選
外

選
』

『

六

十

種

曲
』

の

ほ

　
か
、

中

国

都
市
芸

能
研
究
会
耳
毎
く
＼

蠢
鶚
コ

σq°
Φ

8
戸
7

ρ

7

巴
9
鋤

P

壱

　
＼

♂
3

窪
粤
璧
＼

の

オ
ン

ラ
イ

ン

検
索
を

利
用
し

た
。

こ

の

場

を
借
り
て

　

謝
音甘
を

示
し
た

い
。

（

5
）

『

太
平
広

記
』

巻
百
三

十

「

報
応」

二

十
九

引
『

稽

神

録
』

「
魯
女

　

思

躑
」

。

（

6
）

『

採
蘭
雑

志
』

は

書
目
に

記

載
が

な
く、

芸
文
志
も
こ

れ

を

載
せ

て

　
い

な
い

。

『

螂
鐶

記
』

は

『

瑯

孃
記
』

と
も

い

い
、

一
兀

人
伊

世
珍

（
伊

　
士

珍）

の

輯
し

た
も

の

と
い

う
が

、

『

四

庫
全

書
総

目
提

要
』

は
、

明

　

人

桑

懌
の

偽
託
説

を

挙
げ、

該
書
に

引
用

さ
れ

て

い

る

書
物
の

多
く
が

　

確
認
で

き
な
い

点

を

疑
問
視
し

て

い

る。

た

だ
、

こ

の

話
が

『

紅
楼

夢
』

　

に

先
行
し
て

い

る

点

に
間

違
い

は

な
い

の

で
、

こ

の

問

題
に

は

こ

れ

以

　
上

立

ち
入

ら
な
い
。

〔
7
）

『

情
史
』

巻
三

情
私
類

「

紫
竹
」
。

こ

の

話
は
、

『

艶
異

編
』

続
集
巻

　

四

に

「

紫
竹
小

伝」

と

名
付

け
ら
れ
て

い

る
。

小

論
で

の

呼
び

名
は
こ

　

れ

に

従
っ

た
。

（
8
）

鏡

中
へ

の

入

り

方
に

は
、

「
紫
竹
小

伝
」

の

よ

う
に

影
が

入
る

型
と
、

　
「

風

月
宝

鑑
」

の

よ

う
に

魂
が
入

る
型
の

二

通
り

が

あ
る

。

そ
こ

で

筆

　

者
は

当
初、

両

者
を

分
け
て

考
察
し

た

の

だ

が
、

特

段
の

差
異

を

認
め

　

る

こ

と
が

で

き
な
か

っ

た
。

そ

の

た
め
、

小

論
で

は

両
者

を

分
け

ず、

　
一

括
し

て

扱
っ

て

い

る
。

（
9
）

『

宝

曇

月
』

伝

奇
は

未
見

。

小

論
で

記
し

た
内

容

概
略
は
、

清
・

黄

　

文
暘

編
纂
『

曲

海
総
目

提
要
』

を
ま
と

め

た
も

の

で

あ

る
。

（
10
）

「

和
入

蓮
沙
」

の

四

字
は
よ

く

わ
か

ら
な
い

。

今
、

か

り
に

読
ん

で

　

お
く

。

博

雅
の

御
示

教
を
賜

れ
ば

幸
い

で

あ

る
。

（
11）

程

偉

元

ら
の

補
訂
に

よ

り

完

本

化
さ

れ
た

現

行
の

『

紅
楼

夢
』

百

　

二

十
回

本
第
十
八

回

で

は
、

「
天
仙

宝

境
」

に

つ

く

る
が
、

原

作

者
曹

　

雪
芹
の

原
稿
に

近
い

己

卯
本
・

庚

辰
本
で

は
「
天
仙

宝
鏡」

に

つ

く

る。

　

「
鏡」

が

曹

雪
芹
の

原
意
に

近
い

と

考
え
ら

れ
る。

［

引
用
書

目
一

覧
］

（
時
代
順
）

○

元
・

伊
世
珍
『

螂
鐶
記
』

　

学
津
討

原
所

収
、

台

湾
芸

文

印
書

館
、

　一

　

九

六

六

年

○

明
・

馮

夢
龍
『

情
史
』

　

魏

同

賢
主

編
『

馮

夢

龍
全

集
』

七

所
収

、

江

　

蘇
古
籍
出
版
社、
　一

九

九
二

年

O
明
・

董
説
『

西

遊
補
』

　

古
本

小
説

集
成

所
収

、

上

海
占

籍
出
版
社

、

　

　一

九

九
二

年
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○

明
・

許

自

昌

撰
『

霊
犀
佩
』

伝

奇
　
『

古

本

戯
曲
叢
刊
』

三

集、

上

海

　

商
務

印
書
館、
　一

九
五

七

年

○

明

末
清

初

『

山
水
情
』

　

古
本
小
説

集
成

所

収
、

上

海
古

籍
出

版
社

、

　

　一

九
九
二

年

○

清
・

呉

偉

業
『

秣
陵
春
』

伝

奇

　
李

学
穎

集
評
標
校
『

呉

梅
村

全

集
』

　

所
収、

上

海
古
籍
出

版
社

、

一

九
九

〇

年

○

清
・

李

漁

『

十
二

楼
』

　
中
国
話
本
大

系

所
収
『

覚
世

名
言

十
二

楼
』

、

　

江

蘇
古
籍
出

版
社、

一

九

九
一

年

0
清
・

無
名
氏

『

石

麟
鏡
』

伝
奇

　
『

古

本
戯
曲

叢
刊
』

一、一

集、

上

海
商

　

務
印
書
館、

一

九
五

七

年

○

清
・

愛
月
主

人
編
次

「

戯
中
戯
』

　

古

本
小

説

集
成
所

収、

上

海
占

籍

　

出

版
社、
　一

九

九
一

年

○

清
，

蒲
松

齢
『

聊
斎

志
異
』

　

張

友

鶴
輯
校
『

会
校
会
評
本
聊
斎
誌

異
』 、

　

上

海
古

籍
出
版
社

、

　一

九

八

六

年
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附
記
）

本
稿
は

、

中
国
中

世
文

学
会
平
成

十
八

年
度
研
究
大

会
（
平

成

　
十

八

年
十

月
二

十
一

日
、

於
広

島
大

学）

に

お

け

る
口

頭
発
表

を
も
と

　
に

手

を
加

え
た

も
の

で

あ

る。

司
会
を

し
て

い

た

だ
い

た

福
山

平
成

大

　
学
の

市
瀬
信
子

先
生

を
は

じ

め
、

貴
重
な
ご

教
示
・

ご

質
問
を

賜
り
ま

　
し

た

諸
先
生

に

対
し
、

深

く
感

謝
い

た
し

ま

す
。


